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平成２３年の横浜市会議員選挙において、こがゆ康弘は市民の皆様に対して、平成２６年ま

での実現を目指し全力で取り組む具体的政策として３つの柱１２の項目（達成目標）を掲げています。 
市会議員としての任期である 4 年間で何を目指し、何を実現するのかを明確にして、その個別政策

についての情報公開と説明責任を果たすため、進捗状況の評価と検証を行い、区民ニーズに応え、  

議会そして地方議員に対する市民の皆様の信頼に応えていきたいと、こがゆ康弘は考えています。

今号では、選挙から２年が経過した現時点での検証を行いました。 

旭区内の保育所待機児童数をゼロに 保育所の新設(5 か所)などにより、待機児童数は劇的

に減少。H24.4 月 12 人から⇒０（ゼロ）人を達成！ 

在宅介護を支える「小規模多機能型介護施設」

を区内５か所に整備 
今年 4 月に中希望が丘地区と鶴ヶ峰地区に事業所を

開設。昨年 4 か所から６か所に！（目標達成！） 

ひとり暮らし高齢者世帯の見守り活動地区を

区内 5 か所に拡大 
民生委員を中心に区内 9 地区で高齢者訪問活動を展

開。左近山・万騎が原地区で新たな活動手法を予定。 

産科拠点病院の整備と事業所内保育施設の

設置で切れ目のない子育て支援を実現 
周産期救急病院での夜間の産科医師 2 人体制を週 4
日に。3 か所の産科拠点病院の開設準備を継続実施。 

 

地域レベルでの防犯・防災活動の推進と LED
街灯を区内 3000 か所に設置 

消防局の事業に加え、区独自での LED 街灯の設置促

進で設置か所数が大幅増。現状：2277 か所！ 

狭あい道路の区内 10km の拡幅整備 平成 22～24 年度の拡幅整備実績は、合計で 3.87
㎞。今後は路線型での整備促進を図っていきます。 

駅周辺の喫煙対策の強化と帷子川の美化活動

の推進 
美化重点推進地区（鶴ヶ峰・二俣川）での美化活動

継続。小学生を対象に帷子川の環境学習を実施。 

公用車への電気自動車の導入と充電スタンド

を区内 10 か所に設置(市の補助事業として) 
昨年 1 か所の充電スタンドを設置し、合計 9 か所に。

今後、土木事務所へ２台目の電気自動車を導入予定。 

コミュニティーバスなど地域ニーズに対応

した乗合交通サービスを区内 2 か所で運行 
コミュニティーバス「四季めぐり」がルート拡大・

停留所増にて本格運行開始。他地区でも検討中。 

旭区と東京方面を結ぶ「神奈川東部方面線」

の計画的整備と横浜環状鉄道の検討促進 
JR 直通線は工事の 3 年遅れが判明し開業は平成 30
年度内。環状鉄道は整備効果や採算性が明らかに。 

二俣川駅南口の再開発と鴨居上飯田線（都市

計画道路）の同時整備で地域経済の活性化 
二俣川駅は再開発組合が設立。H29 年度末のビル完

成を目指す。鴨居上飯田線は引き続き工事を実施中。 

地方議員年金の廃止と議会のあり方（報酬・

行政視察など）検討で議会改革の断行 
議員年金は H23.6 月に廃止。報酬は震災復興対応

で 7 月より約 10％減額。議会基本条例の制定予定。      
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切り取ってご活用ください（旭区保存版） 

こがゆ康弘は、５月２３日に行われた第２回定例会

一般質問において、横浜市が抱える諸課題について、

林市長に質問しました。主な質疑は以下の通りです。 
林市長の 4 年間の市政運営の評価について 
質問 平成 21 年の市長就任以降、リーマンショックや、

東日本大震災など、非常に厳しく難しいかじ取りが求

められた 4 年間であったが、どのように評価するか？

答弁 これまで私は多くの現場に出向き、生の声を政

策に活かしてきた。さまざまな課題にチーム一丸とな

って取り組んだ結果、その成果がようやく一つひとつ

実を結んできたと実感している。           5 月 23 日本会議にて 市政を質す！ 
神奈川東部方面線 相鉄・JR 直通線の開業遅れについて 
質問 相鉄・JR 直通線は開業時期が 3 年遅れて平成 30 年度になるとともに、事業費の増加により、

横浜市の負担額も約 22 億円増加するとのことだが、こうした事態への市長の受け止めを伺いたい。

答弁 大変残念な思いだ。整備主体である鉄道・運輸機構には市民への真摯な説明を求めるとともに、

一日も早い開業と徹底したコスト縮減を図るよう、今後も強く働きかけていきたい。 
地下鉄グリーンラインの延伸と横浜環状鉄道の実現に向けて 
質問 地下鉄グリーンラインの小田急線新百合ヶ丘までの延伸と、横浜環状鉄道の区間ごとの整備

(例えば、中山～二俣川あるいは東戸塚までの整備を先行するなど)に関する市長の考えを伺いたい。

答弁 グリーンライン延伸については川崎市と事業化に向けた具体的な検討に取り組めるよう調整

する。環状鉄道に関しては整備制度の検討や沿線の街づくりと連携し整備効果や事業性を検討する。 

  こがゆ康弘は本年度、経済・港湾委員会、

新市庁舎に関する調査特別委員会に所属するこ

ととなり、常任の委員会である経済・港湾委員

会では副委員長に就任しました。 
所属する会派では、引き続き重要な議案に対

する対応や、政策立案、来年度予算への要望・

提言やその取りまとめを担うこととなりました。 

・安全で安心なくらし 
・子どもたちの将来 
・高齢者の笑顔 
・活気のある街並み 
の実現に向けて・・・ 
こがゆ康弘は「挑戦」します。 

 


